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若者の政治離れ

日本のジェンダーギャップ

Pick  up



①若者の政治離れ



若者は本当に「政治に無関心」なのか？

Q.政治に対して「自分事・自分に直接関係のあること」
として関心がありますか？

（参考：2021年日本トレンドリサーチ「政治に関する調査」）
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25.6%

38.9%

23.3% 33.3% 17.8%
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関心がないわけではないが…

衆議院議員総選挙における年代別推移
（参考：総務省）

20代
30代 「誰を選べばいいかよくわからない。」

「何からどうやって勉強すればいい？」

「投票したところで変わらないだろう。」

「政治に参加する意識」
がないわけではないが、

自分との接点を感じられない。

⬇



②日本のジェンダーギャップ



男性が優勢なニッポンの国会男性が実権を握るニッポンの国会

世界経済フォーラム「ジェンダーギャップ指数2021」では

120/156位と、先進国で最低レベル。

国会議員の男女比

９ １：



身近にあるジェンダー問題

「女は子育て、男は仕事」

「ランドセルの色」

「雑用は女の仕事」

「女性らしく、男性らしく」

日本人なら誰しもが直面する課題であるが、
現状の政治では目を向けられていないことも多い。

「管理職は男が担うもの」



「若者が政治に無関心」なのではなく、
政治が若者に寄り添っていない。

課題①

●報道番組は淡々と進むので飽きてしまう。

●「政治をわかりやすく解説する番組」はあるけど
正直、積極的に見る気にはなれない。

●国会中継は忙しい朝の時間帯に放送するので、見る余裕がない。

政治の「体験」を通して、
もっと楽しく、気軽に政治と距離を縮められないか。

➡



自分と直接関係のなさそうな問題に
目を向けるのはエネルギーが必要。

課題②

●自分と関係のある問題でも、用語が難しいとそれに気づかない。
（「選択的夫婦別姓」など）

●自分のことで精一杯で世の中に視野を広げる余裕がない。

多くの女性が経験する「ジェンダーギャップ」の問題なら
身近で共感できるため、目を向けやすいのでは。

➡



女性の「身近な理不尽」から、社会問題を知る。

楽しく、気軽に政治を体験する。

POINT



ターゲット

大学生や主婦層の SDGsへの認知度が増加していることから、
ジェンダー問題などの社会問題への関心が高まっていることがわかる。

20～30代を中心に、10代にも共感できる番組作りを目指す。

20代～30代（Z世代・ミレニアル世代）女性

（参考：電通「第4回SDGsに関する生活者調査」）
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番組名

視聴者参加型・政治体験バラエティー
主に「ジェンダーギャップ」をテーマに、
女性が感じる「身近な理不尽」を議題に上げ、

若い女性が主体となって議論し、解決のための法案を考える番組。

＃変わらないこの国に

＃新しい法案をつくろう



出演者

議長（1名）

進行役。
CBCアナウンサーが務める。

アドバイザー（1名）

専門的なアドバイスをする。
専門家や政治家を招く。

大臣（レギュラー・5名）

視聴者から募集し、人気のあった
TOP５の有名人で構成。
議題をもとに法案を考え、

最終的に政治家にプレゼンする。

東海３県の視聴者から募集。
番組に出演し、大臣の法案に対し、

意見を言う。

議員（10名程度）



番組の流れ

①大臣を「選挙」で選出 ③議題を発表・
SNSで意見を募集

④大臣が法案を考える

・視聴者に大臣になってほしい 

 有名人を募集する。

・TOP５を大臣として採用する。

②議員を募集

・公式サイトや広告にて番組に 

 出演する議員を東海３県の中 

 から募集する。

・毎回議題に合いそうな大臣を5人 
 の中から番組が指名する。
・議題と視聴者の意見をもとに大臣 
 が法案を考える。
・考えている様子をSNSに投稿する。

⑤議会を放送

・大臣が法案を発表し、議員が 

 意見を言う。

・番組の終盤で採決を行う。

・公式サイトで議題を募集する。

・議題は番組放送の前々週に発表する。

・SNSで意見を募る。

通常の放送放送前

事前に募集

⑥政治家にプレゼン

・県庁や国会に出向き、本物の 

 政治家に法案をプレゼンする。

月末の放送



大臣（レギュラー陣）は、ウチらの「推し」

法案を考えるのは、タレント大臣

推し♡

①大臣を選出

政治の「体験」を通して、
もっと楽しく、気軽に政治と距離を縮められないか。

視聴者から大臣になって欲しい
20代～30代の有名人を募集。

半年に１度「総選挙」を行い、
下位2名は新大臣と入れ替わる。

新大臣推薦フォーム

新しく大臣として推薦する有名人

●20代～30代までの、有名人1名を入力してください。
　（インフルエンサー・クリエイター等も可）

氏名

推薦する理由

大臣総選挙！大臣総選挙！

藤井 嵐大臣

SAKURA大臣

安藤百合子大臣

ミュージシャン

半年に一度の

下位2名の大臣は新大臣と入れ替えのガチ総選挙！
来期も大臣を存続してほしい大臣を1人選んで投票しよう！

YouTuber

タレント /女優

投票する

投票する

投票する

公式サイト



男１：女９

②議題・議員を募集

議員は、ウチら

本物の国会とは逆の男女比

年齢は18才～39才で議員を募集。
「若い女性主体の国会はどうなるか」

という実験的な目的もある。



ポスター、CBCホームページ、番組内での告知など。

議員は事前に視聴者から募集する。



③議題を発表・SNSで意見を募る

SNSで、気軽に物申す！

インスタグラム

ツイッター

公式サイト

3月22日（火）の議題は、

理不尽な校則「ポニーテール禁止」について！

このツイートのリプライにて、意見を募集！

＃ウチらの国会

CBCテレビ「ウチらの国会」＠uchirano_kokkai

議題No.1

この校則どうなの！？

3/22放送

コメント欄であなたの意見を聞かせて！
⬇ ⬇ ⬇

「ポニーテール禁止」

1/2

「身近な理不尽」の募集 議題への意見の募集

➡
あなたが身近に感じている「理不尽」を募集します。
例：「女の壮絶なマウント合戦に巻き込まれた」
「男が化粧品売り場にいたらジロジロ見られた」

などなど、なんでもOK！

あなたの

「身近な理不尽」
大募集！

氏名

年齢

住所

ジェンダー

ペンネーム

あなたの「身近な理不尽」エピソード

姓

才

県

名

無回答

カテゴリー

市



「身近な理不尽」の例

女性のジェンダー問題

もちろん、女性以外の問題にも着目

「女子は料理が作れないとダメ？」

「スカートは長くないといけないの？」

「女性がお茶汲みをするのはなぜ？」

「定時で帰って何が悪い！」

「美容男子をバカにするな！」

「いちいち性別聞いてくるな！」

「男だって辛いんだ！」



④大臣が法案を考える

５人の大臣の中から、毎回議題に合った大臣を指名！
担当大臣は議題と視聴者の意見をもとに収録日までに法案を考える。

「推し」大臣が頭を悩ませる

大臣が考えているところも SNSに更新

♡メッセージを送信

uch i rano_kokka i

19:40

再来週は藤井大臣が担当！

法案作りに奮闘中です😰



⑤議会を放送

視聴者参加型で議論、採決！

法案の提出

議論・採決

大臣

議員

校則の決定には
生徒会も関われるようにします！

賛成！生徒会がそんなこと
していいの？

議論を展開

アドバイザー
専門的アドバイス

校則は教職員会議で
決まります。

議長
進行・視聴者意見の紹介

本日の議題は◯◯です。

議論のサポート

視聴者
採決

放送時間から２４時間
インスタグラムの投票機能で投票可能。
放送日の次の日、視聴者投票の
結果も踏まえた採決結果を発表
（SNS・公式サイトにて）

賛成！

視聴者参加

SAKURA大臣の法案

♡メッセージを送信

uch i rano_kokka i

19:40

1分前

賛成 反対



●冒頭挨拶（３分）
・出演者紹介
・フリートーク

●議題・法案の発表（10分）

・議題の現状説明を VTRで流す。

・大臣が法案を考える様子の VTRを流す。

・大臣が法案を軽く説明しながら提出する。

●採決（4分）
・議員によって採決を行う。

（視聴者は放送時間より24時間、投票可能）

インスタグラムの視聴者投票によって結果がひっくり返るかも！？

●議決・締め（3分）

・法案の可決・否決を決める。

・出演者に一言ずつコメントをもらう。

放送の流れ（50分）

●議論・法案の修正（30分）
・法案に対しての意見交換を行う。

・法案を改善していく。

次の日



⑥政治家にプレゼン

ウチらの声が政治家に届く！

大臣たちは、
可決された法案を政治家や
関係機関にプレゼンする。

月末は大臣のプレゼン（収録）
を放送。視聴者の反響が大き
かった法案に賞を送る。

大臣たちが政治家に挑む！



SNSの活用

●大臣の番組裏ショット（ストーリーズで）

●＃ウチらの国会ツイート
●大臣の番組裏ショット

●番組公式アカウントへのリプライでの意見募集

●「身近な理不尽」の紹介投稿
●法案への投票

ツイッター

インスタグラム

公式サイト

●「身近な理不尽」の募集
●見逃し配信

●総選挙
●議員の募集



共感を呼ぶ、シリーズ広告





国会を擬似体験（視聴）することで政治に関心を持つ。

「自分たちでも解決できる！」というムードを作る。

ローカルだから比較的気軽に出演できる。

身近なジェンダー問題で女性の共感を集める。



火曜よる７時は国会を見よう！

ご清聴ありがとうございました。


